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舞台はサマーズ。主人公は再びネスへ-
マジックケーキでトリップしている間、ぼくはまだ行ったこともない東の国の少年の夢を
みていた。そして目が覚めると、目の前に、カラテの胴着のような服を着たべん髪の少年が
立っていた。意志の強そうな太い眉に澄んだ瞳……ああ、夢の中の少年だ!
「俺の名はプー。君たちと共に戦う者だ。ネス、俺は君に命を預けるゾ!」
これで、仲間が4人揃った!ぼくら4人は互いに紹介しあいながら、トトの港町へと向
かった。これで、スカラビへ行けると思っていたんだけれど……。
「いやあ、おかげで、女房が元にもどってくれたよ。すぐにでも船を出してやりたいんだが
…ハ～、ハ～……ブワックション!ごらんのとおり風邪をひいちまって。めんぼくねえ。
速攻で治すから、その間サマーズでよ、スカラビ文化博物館でも見てきてくれや」
そこでぼくらは、博物館へ。何かピラミッドに関する情報があるといいな。
さっそくテレポートしようとしたぼくらの前に、敵のマッドサインが現れた!
●アンチpsマシンがあれば…2フフヘ●なければ29〓

